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躙
昨
年

（
２０２‐
年
）
一■

月
２２
日

半
田
銀
山
を
訪
れ
ま
し
た
。
仙

台
空
港
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
で
福

島
県
桑
折

（
こ
お
り
）
町
に
向

け
、
国
道
４
号
線
を
走
っ
て
１

時
間
３０
分
弱
で
到
着
。
桑
折
町

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
半
田
山

（標

高
８６３

ｍ
）
と
果
樹
畑
が

一
面
に

広
が
る
の
ど
か
な
雰
囲
気
が
漂

う
町
で
す
。

蝙
桑
折
町
は
伊
達
氏
発
祥
の
地
で
あ
り
、
桑

折
西
山
城
下
の
町
と
し
栄
え
ま
し
た
。
江
戸
時

代
に
は
東
北
地
方
の
二
人
幹
線
街
道
で
あ
っ
た

「奥
州
街
道
」
か
ら

「羽
州
街
道
」
が
分
岐
す
る

交
通
の
要
衝
と
し
て
「桑
折
宿
」
の
賑
わ
い
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
か
ら
明
治
の
産
業
は
、
五
代
友
厚
経
営

の
近
代
的
な
半
田
銀
山
と
幕
府
か
ら
蚕
種
本
場

と
認
定
を
さ
れ
る
ほ
ど
の
全
国
屈
指
の
養
蚕
地

帯
と
し
栄
え
ま
し
た
。
し
か
し
明
治
の
後
期
こ

ろ
か
ら
両
者
と
も
に
衰
退
に
転
じ
ま
し
た
が
、

桑
畑
を
桃
畑
へ
の
転
作
を
進
め
、
現
在
で
は
皇

室
ｏ皇
族
へ
桃
を
献
上
し
、
商
標
「献
上
桃
の
郷
」

と
し
て
全
国
的
に
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

饂
到
着
後
、
半
田
銀
山
の
情
報
収
集
と
観
光

マ
ツ
プ
を
入
手
す
る
た
め
に
役
場
を
訪
問
し
、

商
工
観
光
推
進
室
の
課
長
さ
ん
か
ら
周
辺
観
光

の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト

の
提
供
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
大
変

参
考
に
な
り
ま
し

た
。最

初

に

旧

伊

達

郡

役

所

を

訪

問
。
残
念
な
が
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

外
観
の
み
の
見
学

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
明
治

１６
年

（
‐８８３
）
に
建

て
ら
れ
、
大
正
１５
年

（
‐９２６
）
郡
役
所
の
制
度
が
廃
止

さ
れ
る
ま
で
郡
行
政
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２０１６
年
、
こ

の
建
物
内
で

「特
別
展

半
田
銀
山
と
五
代
友
厚
の
足

跡
」
を
１
月
～
７
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

同
敷
地
内
に
あ
る
事
務
所
で

『
奥
州
半
田
銀
山
展

記
念
誌
　
半
田
銀
山
の

歴
史
』

（元
福
島
大
学
教

授
農
学
博
士

・
佐
藤
次

郎
）
６８
頁
の
小
冊
子
を
購

入
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

（下
写
真
）

輻
半
田
銀
山
は
日
本
三
大
銀
山
と
し
て
島
根
県
の

石
見
銀
山
、
兵
庫
県
の
生
野
銀
山
と
並
び
、
日
本
三
大

銀
山
に
数
え
ら
れ
ま
す
が
、
何
故
世
の
中
に
知
ら
れ

て
い
な
い
の
か
、
私
は
以
前
か
ら
不
思
議
に
思
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
疑
間
は
先
の
『
記
念
誌
』
に
も

「な
ぜ
世
に
喧

伝

（け
ん
で
ん
）
さ
れ
ず
に
今
日
に
及
ん
だ
の
か
は
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
」
と
あ
り
、
「半
田
銀
山
は
稼
働
の

時
期
が
幕
藩
時
代
と
明
治
中
期
が
最
盛
期
で
あ
り
、

佐
渡
や
生
野
銀
山
に
比
べ
休
山
に
入
っ
た
時
期
が
早

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
鉱
業
史
的
検
討
を
加
え
た
論
考

が
多
く
な
か
っ
た
」
と
分
析
さ
れ
て
お
り
、
成
ほ
ど
と

納
得
し
た
次
第
で
す
。

さ
ら
に
、
半
田
銀
山
の
歴
史
を
、
「第

一
期
は
発
見

か
ら
幕
末

・
明
治
初
期
ま
で
、
第
二
期
は
明
治
７
年

（
‐８７４
）
の
五
代
友
厚
～
五
代
家
が
経
営
し
た
明
治
か

ら
大
正
年
間
、
第
三
期
は
そ
の
後
日
本
鉱
業
株
式
会

社
に
よ
る
経
営
時
代

（昭
和
２５
年

（
‐９５０
）
休
山
～
閉

山
へ
）
と
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二

期
こ
そ
鉱
業
史
的
に
見
て
極
め
て
重
要
な
時
期
で
、

近
代
技
術
の
導
入
に
よ
る
半
田
銀
山
再
生
の
輝
か
し

い
時
期
で
も
あ
っ
た
」
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

，
次
に
目
的
地
の
中
鋪
坑
口
を
目
指
し
半
田
沼
自

然
公
園
に
向
か
い
ま
し
た
。
半
田
沼
周
辺
は
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
や
春
に
は
桜
ま
つ
り
な
ど
の
催
し
が
行

わ
れ
地
元
の
憩
い
の
場
所
と
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
管
理
事
務
所
で
坑
回
の
場
所
を
確
認
し
ま
し
た

が
、
近
年
の
土
砂
崩

れ
な
ど
に
よ
り
坑
口

の
大
半
が
塞
が
れ
て

お
り
、
中
鋪
抗
口
も

雑
草
が
茂
り
半
分
ほ

ど
塞
が
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
状
態

で
あ

り
、
見
学
す
る
の
で

あ
れ
ば
少
し
下
っ
た

と
こ
ろ
の

「
三
階
平

坑
口
跡
」
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

蝙
五
代
友
厚
が
経
営
す
る
以
前
の
歴
史
を
少
し
振

り
返
っ
て
見
る
と

『
記
念
誌
』
に
は
、

「五
代
は
休
止

状
態
の
半
田
銀
山
の
経
営
を
始
め
た
が
、
そ
の
前
に

は
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
て
い
た
。
幕
末
の
半
田
銀

山
は
九
抗
あ
っ
た
が
、
元
治
元
年

（
‐８６４
）
幕
府
は
経

営
不
振
の
名
の
も
と
に
直
山
経
営
を
中
止
し
、
経
営

か
ら
手
を
引
い
た
。
労
働
者
、
住
民
ら
は
窮
状
を
訴
え

経
営
の
継
続
を
願
っ
た
が
許
さ
れ
ず
、
こ
の
惨
状
を

見
か
ね
た
地
元
の
名
士

・
早
田
博
之
助
が
こ
れ
を
救

わ
ん
と
し
て
慶
応
３
年

（
‐８６７
）
坑
業
を
再
開
し
た
。

し
か
し
不
幸
な
こ
と
に
、
明
治
３
年

（
‐８７０
）
６
月
１２

日
坑
内
火
災
が
発
生
し
、
息
子
ら
を
含
む
１４
名
の
死

を
招
く
と
い
う
悲
惨
な
事
故
が
あ
り
、
半
田
銀
山
は

事
実
上
の
体
山
と
な
っ
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
早

田
家
に
訪
問
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
先
の
東
日
本
大

震
災
時
の
影
響
で
屋
敷
正
門
の
崩
壊
や
建
物
の

一
部

半 田山と桃畑 (桑折町 )

マ
８
ヨ
五
代
塾
理
事
長建

川
口

轟

爾

爾

爾

旧伊達郡役所

半田銀山 三階平坑口跡と筆者
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が
大
き
く
傷
ん
で
お
り
、
保
存
へ
の
修
理
が
ま
ま
な

ら
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

（町
指
定
文
化
財
）

隋
明
治
７
年

（
‐８７４
）
五
代
は
休
山
状
態
で
あ
っ
た

岩
代
国

（現
福
島
県
）
の
半
田
銀
山
が
将
来
最
も
有
望

松
銀
山
で
あ
る
と
判
断
し
購
入
し
ま
し
た
。
（な
お
、

明
治
６
年

（
‐８７３
）
９
月
は

「日
本
坑
法
」
が
施
工
さ

れ
民
間
業
者
も
税
金
を
払
え
ば
自
由
に
開
坑
経
営
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
時
で
も
あ
る
）

五
代
は
フ
ラ
ン
ス
人
鉱
山
技
師
ジ
ャ
ン

・
フ
ラ
ン

ソ
ワ
・
コ
ア
ニ
ー
氏
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
ド
イ
ツ
式

の
精
錬
技
術
を
導
入
し
再
開
発
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。

五
代
と
コ
ア
ニ
ー
は
旧
知
の
仲
で
も
あ
り
ま
し
た
。

五
代
は
、
同
年
に
東
京
築
地
入
舟
町
に

「弘
成
館
」

の
出
張
所

「東
弘
成
館
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

明
治
元
年

（
‐８６８
）
明
治
政
府
は
生
野
銀
山
を
官
営

鉱
山
と
し
、
優
れ
た
技
術
を
取
入
れ
る
た
め
に
コ
ア

ニ
ー
を
鉱
山
開
発
の
責
任
者
と
し
て
採
用
し
て
い
ま

す
。
生
野
銀
山
は
作
業
環
境
が
悪
く
休
山
同
様
の
状

態
で
あ
っ
た
た
め
、
明
治
政
府
は
こ
の
状
況
を
打
開

す
る
た
め
コ
ア
ニ
ー
に
着
目
し
、
薩
摩
藩
か
ら
の
譲

り
受
け
を
交
渉
し
招
聘
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
招

聘
に
尽
力
し
た
の
が
当
時
大
阪
府
判
事
の
五
代
友
厚

で
す
。
因
み
に
、
生
野
銀
山
の
鉱
山
長
は
、
五
代
と
共

に
英
国
留
学
生
と
し
て
渡
欧
し
た
元
薩
摩
藩
士
朝
倉

盛
明
が
あ
た
り
ま
し
た
。

一
方
の
コ
ア
ニ
ー
は
、
２
年
後
に
再
度
五
代
の
要

請
で
半
田
銀
山
に

来
山
し
、
鉱
脈
の

分
析
松
ど
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
時
、

コ
ア
ニ
ー
は
病
の

身
で
自
国
に
帰
る

と
こ
ろ

「
五
代
さ

ん
か
ら
是
非
見
て

く
れ
と
頼
ま
れ
て

い
る
か
ら
」
と
、
生

野
の
人
々
が
開
い

て
く
れ
た
送
別
会

の
話
を
『生
野
銀
山
建
設
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

五
代
の
鉱
山
経
営
は
積
極
的
で
次
々
と
投
資
と
改

善
を
進
め
、
明
治
１０
年

（
‐８７７
）
内
国
博
覧
会
に
鉱
石

の
出
品
、
銀
山
の
紹
介
や
工
場
の
拡
張
、
ま
た
、
各
種

機
械
の
導
入

。
増
設
を
図
り
、
明
治
１５
年

（
‐８８２
）
に

完
成
。
明
治
１７
年

（
‐８８４
）
に
は
日
本
１
位
の
産
出
額

を
達
成
し
て
い
ま
す
。
因
み
に
、算
出
銀
価
３３
万
円
、

純
利
益
１８
万
円

（現
在
の
価
格
に
換
算
ｏ
ｌ
円
Ｈ
ｌ

万
円
と
す
る
と
、
各
々
３３
億
円
、

１８
億
円
）
で
す
。

鰺
半
田
銀
山
に
明
治
９
年

（
‐８７６
）
６
月
２１
日
に

明
治
天
皇
の
行
幸
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
民
間
鉱

山
と
し
て
は
傑

出
し
た
近
代
的

な

設
備

を
整

え
、
近
代
鉱
山

と
し
て
生
ま
れ

変
わ
ら
せ
ま
し

た
。
地
元
で
懸

念
さ
れ
た
鉱
毒

や
濁
水
対
策
を

徹

底

し

て
行

い
、
地
域
の
生

活
や
学
校
建
設
の
た
め
の
資
金
提
供
な
ど
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
鉱
山
開
発
が
日
本
の
殖
産
興
業

に
貢
献
す
る
こ
と
を
説
く
た
め
に
、
明
治
天
皇
の
行

幸
ま
で
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
鉱
山
事
業
の
重

要
性
は
、
地
元
に
も
他
の
鉱
業
者
に
も
改
め
て
認
識

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
内
務
卿
で

あ
っ
た
大
久
保
利
通
の
斡
旋
が
あ
っ
て
実
現
し
た
と

想
像
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
と
き
同
行
し
た
木
戸
孝
允
内
閣
顧
問

が
天
皇
の
意
を
体
し
て
祝
辞
を
述
べ
て
い
ま
す
。
「五

代
友
厚
当
鉱
を
開
き
て
現
今
の
盛
況
を
見
る
に
至
り
、

国
家
公
益
の
た
め
に
貢
献
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ

が
た
め
附
近
人
民
の
幸
福
に
寄
与
せ
る
こ
と
を
聞
し

召
し
、
深
く
御
満
足
に
思

（お
ぼ
）
し
召
さ
る
」

『開
学
の
祖

五
代
友
厚
小
伝
・
八
木
孝
昌
』
よ
り

な
お
、
当
時
の
鉱
長
は
吉
田
市
十
郎
で
、
吉
田
は
薩

英
戦
争
直
後
に
五
代
が
関
東
に
潜
伏
し
た
時
、
か
く

ま
っ
て
く
れ
た
武
州
熊
谷
の
吉
田
六
左
衛
門
の
息
子

（養
子
）
で
、
五
代
が
長
崎
に
と
も
な
い
、
そ
こ
で
操

鉱
冶
金
を
学
ば
せ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
勤
王
家
で

あ
っ
た
吉
田
に

「天
皇
行
幸
の
案
内
」
を
務
め
る
大
役

で
恩
返
し
し
た
わ
け
で
す
。

明
治
１４
年

（
‐８８‐
）
８
月
１０
日
に
天
皇
行
幸
を
再

度
迎
え
る
が
、
こ
の
時
は
名
代
と
し
て
北
白
川
宮
殿

下
を
差
し
遣
わ
さ
れ
、
大
隈
重
信
以
下
２７
名
が
馬
車

を
連
ね
て
来
山
さ
れ
て
い
ま
す
。

鰺
五
代
の
晩
年
期
に
こ
の
半
田
銀
山
は
空
前
の
成

功
を
収
め
ま
し
た
。
そ
の
成
功
は
久
里
龍
作
が
い
た

か
ら
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

五
代
は
下
野
し
た
明
治
２
年
１０
月
、
大
阪
府
西
成

郡
今
宮
村
に
金
銀
分
析
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
退
官

後
は
天
下
る
企
業
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
自
ら
起

業
し
ま
し
た
。
開
設
時
に
は
両
替
商
の
久
里
正
三
郎

の
別
邸

（現
在
の
浪
速
区
恵
美
須
辺
り
）
を
譲
り
受
け
、

ま
た
資
金
の
工
面
も
受
け
ま
し
た
。
そ
の
息
子

（出
自

は
紀
州
本
宮
の
武
士
高
須
家
の
次
男
で
叔
父
正
三
郎

に
乞
わ
れ
養
子
縁
組
し
た
）
が
久
里
龍
作
で
す
。

維
新
後
五
代
と
出
会
い
、
学
生
時
代
は
五
代
の
東

京
別
邸
か
ら
東
京
大
学
に
通
い
ま
し
た
。
優
秀
さ
を

見
込
ま
れ
た
龍
作
は
国
費
留
学
生
と
し
て
英
国
に
学

び
、
帰
国
後
は
東
京
大
学
で
工
学
の
教
授
を
務
め
て

い
ま
す
。

久
里
龍
作
と
半
田
銀
山
と
の
関
わ
り
は
、
明
治
１４

年

（
‐８８‐
）
２４
歳
の
８
月
か
ら
９
月
半
ば
ま
で
来
山

し
視
察
を
行
い
生
産
性
を
上
げ
る
種
々
の
提
言
を
し

て
い
ま
す
。
五
代
友
厚
没
後
は
長
女
武
子
の
婿
と
し

て
五
代
家

・
半
田
銀
山
の
経
営
を
引
き
継
ざ
ま
し
た
。

平
成
２８
年
の
特
別
展

「半
田
銀
山
と
五
代
友
厚
の

足
跡
」
資
料
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
・
・
・
明
治
１７
年

（
‐８８４
）
に
は
、
佐
渡

・
生
野
を

押
さ
え
銀
産
出
量
日
本

一
を
記
録
さ
せ
る
ま
で
発
展

さ
せ
た
。
五
代
友
厚
の
事
業
を
継
い
だ
婿
養
子
の
龍

作
も
、
鉱
山
技
師
出
身
の
才
能
を
活
か
し
新
し
い
技

術
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
た
。福

島
県
で
い
ち
早

く
水
力
発
電
を

導
入
し
、
人
力
に

頼
る
ほ
か
な
か

っ
た
坑
内
の
地

下
水
の
排
水
に

ポ
ン
プ
を
導
入

す
る
な
ど
、
技
術

革
新
を
行
い
、
ま

た
、
半
田
銀
山
を

五
代
家
経
営
会

社
の
中
心
と
見
極
め
、
家
族
と
と
も
に
生
活
の
拠
点

も
移
し
、
従
業
員
と
寝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
現
場

で
経
営
に
あ
た

っ
た
。
資
源
の

枯
渇
か
ら
、
や

が
て
半
田
銀
山

は
共
同
経
営
の

時
代
、
戦
中
か

ら
は
日
本
鉱
業
の
経
営
と
強
り
、
昭
和
２５
年

（
‐９５０
）

採
鉱
が
中
止
さ
れ
た
。
・
…

」
　

こ
の
よ
う
に
地
元

へ
の
永
年
の
功
績
か
ら
半
田
で
は

「五
代
様
」
と
し
て

小
祠
に
祀
ら
れ
る
ま
で
の
人
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

諫
今
回
の
旅
行
で
１
日
半
の
滞
在
と
勉
強
で
あ

り
ま
し
た
、
五
代
は
当
時
の
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
地

域
の
活
性
化
や
住
民

・
鉱
夫
の
生
活
を
第

一
に
考
え

て
事
業
に
邁
進
し
た
こ
と
が
私
の
心
に
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
現
地
・
現
場
に
行
っ
て
み
な
け
れ
ば

体
験
で
き
な
い
こ
と
と
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。

行
っ
て
良
か
っ
た
Ｈ
＝
大
変
有
意
義
な
旅
行
で
し
た
。

参
考
書
籍

ｏ
『半
田
銀
山
の
歴
史
』
佐
藤
次
郎

・
『
五
代
友
厚
』
桑
畑
正
樹

・
『
開
学
の
祖

五
代
友
厚
小
伝
』
八
木
孝
昌

・
「桑
折
町
歴
史

・
観
光
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
」
な
ど

左・コアニー   右・五代龍作

半田銀山史跡公園内の明治天皇行幸記念碑

五代神社の小祠の

友厚・龍作公

蜘蛛の巣が張つて

おり清掃 しました

景風徒渡興新の

＞ヽ

前

ノ‐

生

，、、´

斬
し

燃
ブ

ヨ
膨

の

フ

内

印

園

議

公

幅

跡史山銀田半
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マ
８
ヨ
五
代
塾
理
事
長

輻

英
国

・
欧
州
大
陸
の
視
察
と

勉
学
の
ス
タ
ー
ト

視
察
団
は
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
逗
留
、
引
率

者
と
留
学
生
は
ベ
イ
ズ
ウ
オ
ー
タ
ー
地
区
に
６
階
建

て
の
１
軒
を
借
り
、
薩
摩
１６
人
、
英
語
教
師
夫
妻
、

家
政
婦
の
共
同
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後
新
学
期
が
始
ま
り
、
長
澤
鼎
を
除
く
留
学

生
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
聴
講
生
と
な
り
勉
学
に
励
み
、

ま
た
、
五
代
ら
と
共
に
近
代
化
産
業
の
現
地
視
察
も

精
力
的
に
行
っ
た
。
そ
の
後
、
大
半
は
１
年
後
に
帰

国
す
る
が
、
６
名
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
そ
の
内
の

一
人
長
澤
は
カ
ル
フ
オ
ル
ニ
ア
に
残
り
、
葡
萄
王
と

呼
ば
れ
る
経
営
者
と
な
る
。

留
学
生
た
ち
は
、
鹿
児
島
の
羽
島
を
出
発
す
る
と

き
は
不
安
が

一
杯
で
あ
っ
た
が
、
船
上
や
寄
港
地
で

の
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
化
に
触
れ
、
様
々
な
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ツ
ク
を
経
験
し
た
に
違
い
松
い
。

毎
日
の
食
事
は
肉
や
カ
レ
ー
が
多
く
、
ス
コ
ッ
チ

ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
む
。
デ
ザ
ー
ト
に
は
夏
の
暑
い
最

中
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、

果
物
は
マ
ン
ゴ
ー
や
パ
イ
ナ
ツ
プ
ル
を
食
べ
、
こ
れ

を

「松
笠
果
物
」
と
訳
し
、
ま
さ
に
初
め
て
の
こ
と
ば

か
り
で
あ
っ
た
。

文
化
の
違
い
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
家
族
が
人
前
で
は

ば
か
ら
ず
キ
ス
す
る
の
に
居
合
わ
せ
衝
撃
を
受
け
た

り
も
し
た
。

近
代
産
業
と
し
て
は
、
海
水
の
蒸
留
淡
水
化
プ
ラ

ン
ト
の
建
設
、
ス
エ
ズ
運
河
の
工
事
と
最
新
鋭
の
蒸

気
掘
削
機
の
使
用
。
ま
た
、

２０
車
両
と
数
車
両
の
貨

車
が
連
結
し
た
蒸
気
機
関
車
や
電
信
の
技
術
等
な
ど

を
目
の
あ
た
り
に
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
イ
ギ
リ

ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
で
稼
働
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

ま
た
、
根
強
い
攘
夷
論
者
た
ち
も
、
マ
ル
タ
の
鉄
壁

な
城
砦
を
見
た
こ
と
や
科
学
技
術
だ
け
で
は
な
い
壮

麗
松
寺
院
や
美
し
い
町
並
み
な
ど
、
本
当
の
西
洋
文

化
に
ふ
れ
て
「井
の
中
の
蛙
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解

し
た
に
違
い
な
い
。

五
代
が
上
申
書
に
記
し
た

「将
来
指
導
者
と
な
る

人
物
や
攘
夷
守
旧
派
を
連
れ
て
い
き
、
意
識
変
革
を

促
す
」
と
い
う
意
図
は
イ
ギ
リ
ス
に
到
着
す
る
前
に

見
事
に
果
た
さ
れ
た
と
い
え
る
。

因
み
に
主
要
都
市
の
人
口
、
回
ン
ド
ン
５６６
万
人
、
パ

リ
２４
　
ベ
ル
リ
ン

‐５８
、
東
京

‐１６
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
６６
、

ハ
ン
ブ
ル
グ

６０
、
リ
バ
プ
ー
ル
５１
、
マ
ン
チ
エ
ス
タ

ー
５１
、
大
阪
４８
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
４８
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
４８

（明
治

２８
年
商
業
資
料
）

隋

近
代
化
の

一
端
を
知
る

（英
国
内
）

五
代
は
留
学
生
の
語
学
勉
強
の
合
間
を
み
て
留
学

生
と
と
も
に
各
所
の
見
学
に
出
か
け
て
い
る
。
そ
の

一
例
を
紹
介
す
る
。

ロ
ン
ド
ン
市
内
で
は
、

８００
年
ほ
ど
前
に
建
て
ら
れ

た
古
城
ロ
ン
ド
ン
塔
。
過
去
に
は
造
幣
所
が
置
か
れ

１９
世
紀
に
は
蒸
気
を
使
っ
た
鋳
造
機
械
が
導
入
さ
れ

て
い
る
。
五
代
友
厚
が
明
治
初
め
に
大
阪
造
幣
寮
の

機
械
買
入
に
尽
力
し
、
ま
た
金
銀
分
析
所
を
開
設
に

大
い
に
役
立
っ
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
。

ま
た
、

‐８０５
年
に
開
か
れ
た
回
ン
ド
ン
・ド
ツ
ク
ス
、

‐８２
年
に
開
か
れ
た
セ
ン
ト

・
キ
ャ
サ
リ
ン

・
ド
ツ
ク

ス
を
見
学
。
ま
た
こ
こ
に
は
可
動
橋
が
４
基
あ
る
。

同
様
に
、
大
阪
に
は
川
口
運
上
所
の
近
く
に

‐８７
年
（明

治
６
年
）
に
安
治
川
橋
と
い
う
可
動
橋

（旋
回
タ
イ

プ
）
が
架
設
さ
れ

「磁
石
橋
」
と
呼
ば
れ
大
阪
の
名
物

に
も
な
っ
た
。

他
に
は
テ
ム
ズ
川
地
下
を
横
断
す
る
全
長
４００

ｍ

の
テ
ム
ズ
・
ト
ン
ネ
ル
を
見
学
。
も
と
は
両
岸
を
結
ぶ

鉄
道
を
通
す
計
画
で
あ
っ
た
が
、
費
用
・技
術
の
両
面

で
と
ん
挫
、
そ
の
後
画
期
的
な
掘
削
技
術
が
発
明
さ

れ
ト
ン
ネ
ル
は
完
成
。
テ
ム
ズ
川
は
蒸
気
船
の
運
行

が
可
能
と
な
っ
た
。
大
阪
淀
川
も
蒸
気
船
が
行
き
か

う
時
代
が
あ
っ
た
。

産
業
の
近
代
化
と
し
て
、
ベ
ツ
ド
フ
オ
ー
ド
の
農

業
機
械
工
場
を
見
学
。
蒸
気
で
動
く
鋤

（す
き
）
を
製

造
し
て
い
る
ブ
リ
タ
ニ
ア
鉄
工
所
。
工
場
の
広
さ
（
１

万
８
千
坪
）
と
建
物
の
大
き
さ
に
驚
く
。
鹿
児
島
集

成
館
の
工
場
群
と
は
ま
る
で
規
模
が
ち
が
い
、
集
成

館
な
ど
は
全
く
物
の
数
で
は
な
い
と
感
じ
た
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
農
業
機
械
は
イ
ギ
リ
ス
全
土
、
ヨ
ー
□

ッ
パ
各
地
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
輸
出
さ
れ
、
富
国
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
と
想
像
し
た
に
違
い
な
い
。

蒸
気
鋤
、
蒸
気
刈
取
り
機
の
説
明
を
聞
く
や
留
学
生

た
ち
は
難
な
く
運
転
し
て
の
け
、
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち

を
び
っ
く
り
さ
せ
た
と
地
方
紙

「ベ
ツ
ド
フ
オ
ー
ド
ｏ

タ
イ
ム
ズ

・
ア
ン
ド
・
ベ
ツ
ド
フ
オ
ー
ド
・
イ
ン
デ
ィ

ベ
ン
デ
ン
ト
」
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の

日
こ
の
時
、
日
本
人
が
史
上
初
め
て
蒸
気
機
関
の
乗

り
物
を
操
縦
し
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
マ
ク
ル
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ブ
ル
ツ
ク
ル
ハ

ー
ス
ト
家
の
絹
工
場
を
見
学
。
マ
ン
チ
エ
ス
タ
ー
か

ら
南
へ
約
３０
ｍ
。
絹
業
で
栄
え
た
町
で
、
ハ
ー
ス
ト

家
は
絹
糸
紡
績
・絹
織
物
業
で
富
を
築
く
と
共
に
、
何

代
に
も
わ
た
っ
て
市
長
を
務
め
て
い
る
。
工
場
で
働

く
子
供
の
た
め
に
日
曜
学
校
が
作
ら
れ
、
時
に

２
，
０００
人

以
上
の
子
供
が
学
ん
で
い
た
。
デ
ザ
イ
ン
学
校
も
創

設
さ
れ
、
学
校
の
設
立
と
維
持
に
ハ
ー
ス
ト
家
は
資

金
援
助
を
惜
し
ま
な
い
企
業
理
念
が
あ
っ
た
。

長
沢
鼎
の
入
学
先
で
あ
る
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
で
は
、

蒸
気
船
の
進
水
式
に
立
ち
会
い
、
グ
ラ
バ
ー
商
会
が

注
文
し
た
船
の
進
水
式
に
英
国
滞
在
中
の
４
人
の
日

本
人
士
官
が
こ
れ
に
立
ち
会
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

お
そ
ら
く
新
納
刑
部
、
五
代
友
厚
、
堀
孝
之
、
長
澤
鼎

の
４
人
の
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
オ
ル
ダ
リ
ー
エ
ッ

ジ
の
銅
山
も
見
学
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ

ス
国
内
を
く
ま
な
く
視
察

・
見
学
を
し
て
い
る
の
が

伺
え
る
。

輻

武
器

・
近
代
設
備
を
購
入

新
納
、
五
代
、
堀
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
兵
器
工
場
を

視
察
と
シ
ョ
ル
ト
商
会
を
訪
問
し
鉄
砲
工
場
見
学
し

武
器
弾
薬
を
購
入
し
て
い
る
。

小
銃
馴
挺

（内
４００
挺
は
宇
和
島
藩
分
）
、
騎
兵
銃

５０
挺
、
大
砲
隊
用
小
銃
２００
挺
、
常
短
小
銃
２００
挺
、
短

銃
５５
挺
、
元
込
小
銃
１２
挺
、
双
眼
鏡
４
個
、
開
成
所

用
の
洋
学

・
軍
学
書
な
ど
、
以
上
代
価

８
，
３５０
ポ
ン
ド
に

な
る
。
こ
の
金
額
は
生
麦
事
件
で
支
払
っ
た
賠
償
金

１０
万
ポ
ン
ド

・
２７
万
両
に
相
当
す
る
。
現
物
は
グ
ラ

バ
ー
商
会
か
ら
薩
摩
に
直
接
納
入
、
決
済
は
ジ
ャ
ー

デ
ィ
ン
＆
マ
ゼ
ソ
ン
商
会
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。

産
業
機
械
は
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
最
大
手
の
繊
維
機

械
製
造
会
社
プ
ラ
ツ
ト

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
社
を
訪
問
し

見
学
。
工
場
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
近
郊
の
オ
ー
ル
ダ

ム
に
あ
る
。

五
代
ら
は
約
３
か
月
後
に
再
び
出
向
き
、
紡
績
機

の
正
式
購
入
契
約
を
交
わ
し
て
い
る
。
購
入
条
件
で

特
筆
す
る
の
は
、
薩
摩
で
の
機
械
納
入
時
に
は
技
師

も
同
船
し
、
鹿
児
島
で
の
据
え
付
け
と
立
ち
上
げ
が

セ
ツ
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
相
次
い
で
他

の
技
師
た
ち
も
到
着
し
総
勢

７
名
で

あ
る
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
技
師
の
宿
泊
の

た
め
に
西
洋
風
の
紡
績
技
師
館

（異
人
館
・産
業
革
命

遺
産
）
も
準
備
し
た
。
こ
れ
は
日
本
初
の
洋
式
紡
績
所

が
誕
生
し
た
事
に
な
る
。
技
師
た
ち
は
契
約
の
２
～

３
年
を
待
た
ず
し
て
帰
国
し
て
い
る
。
薩
摩
職
工
の

習
得
が
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
幕
末
の
動
乱

川
口

建

紡績機械輸入調印時

(慶応元年ロンドン)

堀孝之・五代友厚 (中央 )・

グラバー商会ライル・ホウムズ
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で
不
安
を
感
じ
た
の
も

一
因
の
様
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
鹿
児
島
紡
績
所
は

一
貫
し
て
経
営
は
振
る
わ

ず
、
後
に
大
阪
の
堺
に
工
場
を
設
け
機
械
の

一
部
を

移
設
、
大
阪
綿
業
の
基
盤
を
作
っ
た
。
五
代
も
設
立
に

大
い
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

輻

五
代
ら
欧
州
大
陸
に
出
発
と
成
果

新
納
刑
部

（総
責
任
者
大
日
付
）
、
五
代
友
厚
、
堀

孝
之
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
初
期
の
目
的

（視
察
、
武
器

・

機
械
類
の
購
入
）
を
終
え
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
大
陸
に
軸
足

を
置
く
こ
と
に
な
り
、
７
月
か
ら
３
ヶ
月
余
り
に
わ

た
リ
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
を
廻
り
、
パ
リ

に
滞
在
し
た
。

五
代
は
、
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
に
知
り
合
っ
た

ベ
ル
ギ
ー
貴
族
モ
ン
ブ
ラ
ン
伯
爵
か
ら
イ
ン
ゲ

ル
ム
ン
シ
ュ
テ
ル

城

（
モ
ン
ブ

ラ
ン

邸
）
に
招
か
れ
、
新

納
刑
部
、
堀
孝
之
と

訪
れ
た
。
以
降
フ
ラ

ン
ス

・
ベ
ル
ギ
ー

・

ド
イ
ツ
・オ
ラ
ン
ダ

ヘ
視
察
旅
行
に
精

力
的
に
出
か
け
た
。

五
代
の
こ
れ
ら
の
経
済
活
動
の
中
で
、　
一
つ
は
モ

ン
ブ
ラ
ン
と
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
ラ
ッ
セ
ル
で
商
社
設
立

を
話
し
合
い
、

‐８６５
年
１０
月
１５
日
に
１２
ヶ
条
か
ら
な

る
貿
易
商
社
設
立
の
仮
契
約
を
結
ん
だ
。

鹿
児
島
の
鉱
山
開
発
や
生
糸
、
砂
糖
松
ど
の
特
産

物
の
独
占
的
な
輸
出
販
売
、
さ
ら
に
重
機
械
の
輸
入
・

製
造
を
す
る

「薩

ｏ
ベ
ル
ギ
ー
合
弁
商
社
契
約
」
で
あ

っ
た
。
帰
国
後
、
薩
摩
藩
で
も
当
初
は
了
承
し
本
腰
を

入
れ
計
画
を
進
め
よ
う
と
し
た
が
最
終
的
に
は
当
局

か
ら
賛
同
が
得
ら
れ
ず
、
ま
た
、
維
新
激
動
の
渦
に
巻

き
込
ま
れ
頓
挫
し
た
。
本
邦
初
の

「国
際
合
弁
」
企
業

は
幻
と
ぼ
る
。

ま
た
、
五
代
の
滞
在
中
の
も
う

一
つ
の
成
果
と
し

て
、

２
年
後
の
‐８６７
年
に
開
催
さ
れ
る

「パ
リ
万
国
博

覧
会
」
の
情
報
を

得
た
五
代
は
、
薩

摩
藩
独
自
に
出

展
を
決
め
た
。
フ

ラ
ン
ス
当
局
は

モ
ン
ブ

ラ
ン
と

「
薩
摩

・
琉
球

国
」
出
展
の
総
代

理
人
と
す
る
契

約
を
結
び
、
以

降
、
薩
摩
側
の
欧
州
政
治
の
中
心
的
存
在
と
ぼ
っ
た
。

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
当
局
は
、
当
初
パ
リ
に
滞
在
し

て
い
た
幕
府
派
遣
使
節
の
外
国
奉
行
柴
田
日
向
守
に

参
加
す
る
よ
う
勧
め
た
が
決
断
し
な
か
っ
た
。
し
か

し
幕
府
は
、
薩
摩
の
出
展
計
画
を
聞
き
あ
わ
て
て
参

加
を
決
め
た
と
い
う
。
ま
た
、
幕
府
が
承
諾
し
た
か
ら

に
は
薩
摩
政
府
は
出
展
に
お
よ
ば
ず
と
主
張
し
、
薩

摩
の
出
展
を
妨
害
し
よ
う
と
し
た
。

五
代
は
こ
れ
を
ガ
ン
と
し
て
拒
絶
し

「日
本
は
天

皇
の
統
治
す
る
国
で
、
徳
川
も
島
津
も
み
な
そ
の
臣

民
で
あ
る
」
と
、
幕
府
と
の
共
同
出
展
を
断
固
と
し
て

断
り
薩
摩
政
府
と
し
て
の
単
独
出
店
を
主
張
し
た
。

更
に
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
提

案
で

「薩
摩
琉
球
国
勲
章
」

（下
写
真
）
を
製
作
し
フ
ラ

ン
ス
皇
帝
を
は
じ
め
政
府

高
官
ら
に
贈
呈
し
、薩
摩
藩

の
名
を
知
ら
し
め
た
か
た
ち
と
な
っ
た
。

そ
の
後
五
代
ら
の
パ
リ
滞
在
は
ｌ
ヶ
月
に
も
及
び
、

そ
の
間
に
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
や
整
地
が
始
ま
っ
た
万

博
会
場
、
練
兵
場
な
ど
を
見
て
回
っ
た
。
ベ
ル
ギ
ー

・

ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
文
化

・
福
祉
施
設
と
し
て

古
物
館
、
動
物
館
、
本
草
館
、
病
院
、
女
院
、
養
院
、

牢
獄
な
ど
の
視
察
、
製
造
事
業
で
は
製
鉄
、
ニ
ツ
ケ
ル
、

ト
タ
ン
、
製
紙
、
大
砲
、
繊
維
製
品
、
□
―
ソ
ク
、
貨

幣
鋳
造
、
ビ
ー
ル

・
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
砂
糖
、
硝
子
、
新

聞
出
版
、
電
信
、
鉄
道

・
・
・
等
々
、
日
本
の
近
代
産

業
の
先
駆
け
と
な
る
事
業
を
目
に
焼
き
付
け
て
き
た
。

五
代
は
帯
欧
中
、
薩
摩
藩
士
で
あ
り
な
が
ら
薩
摩

藩
庁
に

「献
策
十
八
箇
条
」
を

一
巻
に
ま
と
め
送
っ
て

い
る
。
商
社
合
力

（総
合
商
社
設
立
）
、
貿
易
と
産
業

の
振
興
、
紡
績
工
場
設
置
や
蚕
卵
の
輸
出
、
日
本
で
の

鉱
山
開
発

ｏ
精
錬
技
術
近
代
化
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
た
。五

代
才
助

献
策
十
八
箇
条

　

要
約

一
、
ベ
ル
ギ
ー
と
の
和
親
条
約
締
結
の
こ
と

一
、
ベ
ル
ギ
ー
商
社
を
設
立
の
こ
と

一
、
鹿
児
島
で
身
分
の
高
低
を
問
わ
ず
商
社
開
設
す
べ
き
こ
と

一
、
商
社
合
力
で
な
け
れ
ば
大
事
業
成
り
立
ち
が
た
い
こ
と

一
、
諸
大
名
同
士
が
合
力
す
る
商
社
を
開
く
べ
き
こ
と

一
、
日
本
に
お
い
て
貿
易
を
開
始
す
る
こ
と

一
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
形
勢
の
把
握

一
、
ド
イ
ツ
列
国
に
学
び
諸
大
名
が
集
ま
り
盟
約
を
結
ぶ
こ
と

一
、
皇
国
の
全
力
を
も
っ
て
尽
く
さ
な
け
れ
ば
大
事
業
成
り
立
ち

が
た
い
こ
と

一
、
フ
ラ
ン
ス
万
国
博
覧
会
へ
出
品
す
べ
き
こ
と

一
、
木
綿
紡
織
事
業
の
商
社
を
開
設
す
べ
き
こ
と

一
、
フ
ラ
ン
ス
ヘ
蚕
卵
を
輸
出
す
る
商
社
を
越
前
に
開
く
べ
き
こ
と

一
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
か
ら
土
質
学
の
達
人
を
招
聘
し
鹿
児
島
で
資
源
を

探
索
す
べ
き
こ
と

一
、
罪
人
の
死
罪
を
免
じ
職
を
与
え
る
べ
き
こ
と

一
、
養
護
院
を
開
設
す
べ
き
こ
と

一
、
各
家
老
の
専
管
事
項
を
明
確
化
し
そ
れ
に
委
任
す
べ
き
こ
と

一
、
諸
役
人
を
省
力
化
し
海
陸
軍
の
専
門
化
を
図
る
べ
き
こ
と

一
、
イ
ン
ド
人
、
中
国
人
を
農
業
労
働
者
と
し
て
雇
用
す
べ
き
こ
と

尚
、
先
に
記
し
た
モ
ン
ブ
ラ
ン
と
の
合
弁
契
約
に

付
帯
し
て
、
洋
式
機
械
の
輸
入
と
資
源
開
発
に
関
す

る
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
、
動
物
園

。
川
堀

蒸
気
機
関
・蒸
汽
飛
脚
船
大
型
外
車
。大
阪
よ
り
京
都

ま
で
の
蒸
気
車
及
び

「テ
レ
ガ
ラ
フ
」

（電
信
）
の
４

項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
産
業
の

中
心
は
大
阪
で
あ
る
と
描
い
て
い
た
こ
と
が
興
味
深

備
期
間
が
そ
な
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
わ
が

の
近
代
産
業
発
展
の
跡
を
た
ず
ね
る
う
え
で
、
五

の
存
在
も
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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明
治
１８
年
１２
月
に
政
府

。
工
部
省
が
廃
止
さ
れ
る

ま
で
１５
か
年
間
に
同
省
は
、
造
船

・
燈
台

・
機
械

・

セ
メ
ン
ト
・鉄
道

・
電
信
電
話

・製
鉄

ｏ硝
子
・
瓦
斯

・

製
紙

。
印
刷

・
炭
砿
山
開
発
等
の
殖
産
興
業
に
努
め

「近
代
国
家
草
創
期
」
の
わ
が
産
業
界
に
功
績
を
残

し
た
。
そ
の
源
を
た
ず
ね
れ
ば
五
代
ら
に
よ
っ
て
準

織 自饉

五代塾創始者の「久保田爾一郎先生」が講座時によく仰つたのを思い出す。

一つは横井小楠の言葉を引用し「学問をいたすに(知る)と (合点)と は異な

るところ御座候』、もう一つは「飛耳長目」これは鋭敏な観察力、判断力をもち

見間が広い意味という言葉です。

英国留学した若き薩摩藩留学生たちも「井の中の蛙」に陥ることなく、世界を知り、現地

の空気、環境、人々と直に触れあつたことで大きな財産を得たに違いない。一方、レベル

は違えども今回の半田銀山訪間で五代家の苦労と功績が桑折町でいかに恩人として讃

えられていることかを肌で感じる事ができた。机上の知識は底の浅い情報でしかなく、

日頃いかに自分が知つたかぶつた言動が多いかを反省しなければならない。

良い行動、良い話を何度も何度も聞いているが、それが自分の生き方に反映されていな

いことがいかに多いかを認識し、改めて謙虚でいる必要があると思つた。

久保田爾一郎先生との出会いは本当にありがたいことだつた。(川 口由美子記)
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